
参考様式A3(自 己評価等関係 )

公表 :令和 3年 2月 24日

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果 (公表)

チエック項 目 は い
どちらとも
いえない いいえ わからない 今年のご意見

ご意見を踏まえた
対応

環
境

・
体

制
整

備

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

17

理剛環再acさ oす分なス
ペースが確保されている。広
すぎる場合はパーテーション
なガで瞑切って1、ス

職員の配置数や専門性は適切であるか 2

子どもの様子によつては職
員が足りないと感じることが
あるため、日により配置数を
増やしている。個々に応じて
マンツーマンで対応してい
る。月に1～ 2回、事業所内
研修、支援会議を行い、適
宜外部研修(Z00M)に も参加

3

生滴空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境*1になっているか。また、障がい
の特性に応じ、事業所の設備等は、バリア
フリー化や情報伝達等への配慮が適切にな
されているか

限られた環境の中で、できる
限り構造化や視覚支援を用
いて、子どもたちにわかりや
すいように配慮している

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になつているか。また、子ども達の活動に
合わせた空間となっているか

1

母日石剛目りに肩漏・,日 寄・興
起を行つており清潔に保たね
ている 運動をするため、け
がをしないようカバー・マット
など設置[ン ている

適

切
な

支
援

の
提
供

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画*2が作
成されているか

1 1

・始めたばかりなのでわか
りません

休設百u.l_―
^a回

ざ月Xつ
た上で、責任者と担当者によ
るケース会議の元、6カ 月ご
とに個別支援計画書を作成
している 職員同士で情報共
有を行い、保護者にも何を目
的にどういった支援を行つて
いるのか、面談でわかりやす

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援(本人支援及び移行支
援)」 、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されているか

・始めたばかりなのでわか
りません

児童発達支援ガイドラインに
基づき一人一人の子どもの
発達段階や状況により必要
な支援を選択し、その上で具
体的な支援内容を設定して
いる 具体的な内容について
更にわかりやすく提示できる
ようにしていく

7
児童発達支援計画に沿つた支援が行われ
ているか 1

・始めたばかりなのでわか
りません

個々の児童発達支援計画に
基づき支援していく

活動プログラム*3が固定化しないよう工夫
されているか

理剛ノロフフムl_つい【ほ3

週間で変更し、残り1週はエ
アートランポリンを使った活
動を行つている 手先を使つ
た活動は、1週間ごとに内容
を変えてそれぞれの課題を

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会が
あるか

6

地概 交流 については、個 別

の 活 動を主 に行 つているた

め、指導時間の中での実施
は難しいが、今後実施してい
けるよう檜計[´ ていきをい

保
護
者

へ
の
説
明
等

10
運営規定、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか

契祠 時 、評 測 につき説 明 を

行 つているが 、より周 知 でき

るよう摘 官説 明を行 ってい (

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援内
容と、これに基づき作成された「児童発達支
援計画」を示しながら支援内容の説明がな
されたか

1 1

定期的に面談を行い、児童
発達支援計画を示しながら
わかりやすく支援内容につし
て説明している

保護者に対して家族支援プログラム (公z
ント・トレーニング*4等 )が行われているか

1 1

・コロナなのでわかりませ
ん
,園での様子を相談させて
いただいたら適切な対応に
ついて参考資料もくださり
教えてくださいました

を保護者と一緒に考え、提供
している 応用行動分析学を
用いた支援、アンガーマネジ
メント(書 式作成の上)、 フ
ローチャートによるSSTの
シートの利用などにより家庭
支援を行つている 今後、コ
ロナの終息と共に更に保護
者向け勉強会の開催を計画
I イ1ヽζ



保

護
者

へ
の
説

明
等

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題につ
いて共通理解ができているか

1 1

・ノートだけではなく、送迎
時、日NE、 面談で状況を聞
けることが嬉しい

遅給吸や遷迎時に1ムえ0よ
うにしているが、あまり話せ
る時間がない時もある ライ
ンでも共通理解を図れるよう
に1.て い去f‐い

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか

1 1

,定期的かはわからない
が、何か困つたときは気軽
に相談でき親身に対応して
くださる

疋期r・」1_l■ l歌 21Tい 、沐設
者に対して相談及び助言を
行つている ラインでの相談
も随時受けつけているが、よ
り保護者に周知できるよう取
り細ス,不l‐■1、

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

2 1

・コロナなのでわかりませ
ん

7午ほ」ロア恐策狂のflA入

により実施できなかつた コ
ロナの終息と共に研修・茶話
会を実施し、勉強.交流の場
として1,提供していきたい

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や
申入れをした際に迅速かつ適切に対応され
ているか

17

音情・租験受付窓日の詳細
は、契約書の重要事項説明
書に記載している 苦情・相
談が寄せられた場合は、迅
速かつ適切に対応している
今年は更にラインでの相談

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

1

ノートを活用し、意思のllA通

や情報提供を行つているが、
更にラインを活用し、保護者
や子どもにとってよりわかり
やすく活動内容を視覚的に
■,動面■tnム■■ィI、ス

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されているか

年に~度不―ムヘーンにく
公表しているが、より周知で
きるよう3月 の会報(毎 月の
おたより)にて保護者に知ら
せるようにしていきたい イテ
事予定は毎月のおたよりで、
活動内容は週に一度ノート
に貼つて伝えている コロナ
による休校時よリライン公式
アカウントを作成し、連絡・情
錦.畑

=器
左各ぅデ|、ス

個人情報の取り扱いに十分注意されている
か 1

・逆に周りの子とコミュニ

ケーションが取れているか
知りたいため、同じ利用の
子の呼び名程度は知りた
いと思う。

に個別ファイルを作成し、使
用時以外は鍵付きの棚に保
管することで外部に情報が
漏れないように管理している
不要となつた個人情報に関し
ては、適時シュレッダーにか
けるなどの対応を徹底するこ
とで漏れがないように取り組
んでいる 個々の情報につ
いては個別で対応を考えて

非
常

時
等

の
対
応

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、発生を想定し
た訓練が実施されているか。

通い始めてまだ少しなので
分からないです

緊急時対応マニュアル、防
犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定している 事
業所出入り口に掲示し、又
保護者に配布することで保

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

月1回行つている 全ての曜
日の子どもたちが避難訓練
に参加できるようにしている

満

足
度

子どもは通所を楽しみにしているか 1

・毎週楽しみにしています
・迎えに行くと帰りの車の
中で「また行きたい」といつ
も言います

木肛 90こ果してつたか、坂
れていたり、気分次第では行
き渋りが見られることもある
今後より楽しみになるよう、
わかりやすく知らせていくよう
I「 ■―ス

23 事業所の支援に満足しているか

更に子どもたちが楽しく通え
るよう一人一人に配慮し、今
まで以上に満足して頂けるよ
らなハィI、′

*1こ の部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすること。
*2児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関する
アセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支
援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支
援管理責任者が作成する。

*3事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日/休
日/長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

適
ji語

晋煙獲潜ザ興 1層震ヒ[嘱だ:1の
特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶこと。子どもが



参考様式B3(自 己評価等関係 )

公表 :令和 3年

事業所名

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果 (公

2月  24日

2堕丘ニキッズ津 保護者等数 (児童数 ) 82  回J又数  50 害‖合  60 %

チェック項 目 は い
どちらとも
いえない いいえ わからない 今年のご意見

ご意見を踏まえた
対応

環
境

・
体
制
整
備

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

違期憬冑をであ 十分なス
ペースが確保されている 広
すぎる場合はパーテーション
なガで屎伽っィ|、 ス

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 1

ワ 貝 自C直鍬 Iよ 週 切 Cめ 0
子どもの様子によっては職
員が足りないと感じることが
あるため、日により配置数を
増やしている。個々に応じて
マンツーマンで対応してい
る。月に1～ 2回 、事業所内
研修、支援会議を行い、適宜
外部研修(Z00M)に も参加

3
事業所の設備等は、ス回―プや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

4 2
・必要性が無いと思われる
のでそのままで良いと思う

pl腺至について1ま 、タイル
カーペットを引き詰めており、
大きい段差はない。 一部段
差があるため適宜対応して
1ヽ ′ζ

適
切
な
支
援

の
提
供

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、
画*1が作成されてい か

1 1

プログラムに取り組んでい
る様子だけではなく、遊ん
でいる様子、友達とのやり
とり、過ごしている様子など
よく見てもらって計画を立
ててもらっていて、すごくあ
りがたく思つています

休霞百の一
~ス

aFInざ取つ
た上で、責任者と担当者によ
るケース会議の元、6カ 月ご
とに個別支援計画書を作成
しています。職員同士で情報
共有を行い、保護者にも何を
目的にどういった支援を行つ
ているのか、面談でわかりや
J「′郵B日 1 7‐ 1ヽ ス

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか 1

運動フロクラムについては3

週間で変更し、残り1週 はエ

アートランポリンを使った活
動を行つている 手先を使っ
た活動は、1週間ごとに内容
を変えそれぞれの課題を決
ハアイ手ハィ1、 ス

放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

地域交流については、個別
の活動を主に行つているた
め、指導時間の中での実施
は難しいが、今後取り組みや
すLヽ ■■で給計|ィ 1、 姜f‐ 1、

支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

契約時、詳細につき説明を
行つている

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

・困つたLとなとを今日訳させ
ていただき、とても親身に
なってアドバイスしてくれま
す また私達ができなかつ
たことも、ソレイユさんのお
かげで子どもができるよう
になったりと本当に助けて
いただき、感謝しています
・とても親切に対応して下さ

連絡帳や送迎時に伝えるよ
うにしているが、あまり話せ
る時間がない時もある ライ
ンでも共通理解を図れるよう
にしていきたい

保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

2

・コロす慇槃防上のため,
年度は行われていないの
で年度末にあればいいな
あと思います
・コロナ禍でのSNSを利用
した支援、連絡はありがた
■、ぅf― 不オ

定期的に面談を行い、保護
者に対して相談及び助言を
行つている ラインでの相談
も随時受けつけているが、よ
り保護者に周知できるよう取
り組んでいきたい

保
護
者

へ
の
説
明
等

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

8 8

・今年はコロナウイルスで
難しかつたと思います
・保護者会や集まる機会が
あれば参加したい

今年はコロナ感染症の拡大
により実施できなかった コ
ロナの終息と共に研修・茶話
会を実施し、勉強・交流の場
としても提供していきたい

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

3

・そ の 様 な 状 況 ほ 守 の とこ

ろありませんでした
・これまで苦情がありませ
ん
・苦情は全くありません と
ても丁寧に対応してくれて
1、 士す

古1再・佃設史1■念日の詳細
は、契約書の重要事項説明
書に記載している 苦情 ,本目
談が寄せられた場合は、迅
速かつ適切に対応している
今年は更にラインでの相談
善什

=鮨
鮨各ぅ71、ス

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

2

ノートを店用し、恵思の啄通
や情報提供を行つているが、
更にラインを活用し、保護者
や子どもにとってよりわかり
やすく活動内容を視覚的にt
動面で知ム十てしヽス

ε



13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

・LINEの 全体配信や個別
の写真など、どんな活動を
しているか、よくわかります
・日NEの タイムラインで活
動の内容がたくさん紹介さ
れていて、すごいな一 !と

いつも思つています 活動
の内容がよくわかり、とても
参考になっています

年に~反不―ムヘーンにK
公表しているが、より周知で
きるよう3月 の会報 (毎 月の
おたより)にて保護者に知ら
せるようにしていきたい イ予
事予定は毎月のおたよりで、
活動内容は週に一度ノート
に貼つて伝えている コロナ
による休校時よリライン公式
アカウントを作成し、連絡・情
編・畑郭歩各ぅで1、ス

14 個人情報に十分注意しているか 1

に個別ファイルを作成し、使
用時以外は鍵付きの棚に保
管することで外部に情報が
漏れないように管理している
不要となった個人情報に関し
ては、適時シュレッダーにか
けるなどの対応を徹底するこ
とで漏れがないように取り組
んでいる 個々の情報につ
いては個別で対応を考えて
1、■f‐ i、

非
常

時

等

の
対

応

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

1 1

緊急時対応マニュアル、防
犯マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定している 事
業所出入り口に掲示し、又
保護者に配布することで保
議去へ

^日
4nた 回ハアi、 ス

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

月1回行つている 全ての曜
日の子どもたちが避難訓練
に参加できるようにしている

満

足
度

子どもは通所を楽しみにしているか 1

・1不 保 の 困 谷 寺 に よつて ム

ラがあります
・子どもの個人の成長とズ
レが発生した時期にかかっ
ているため
.6譲 ■ヾ ス艤 J点ス

木 III,0こ朱 してつ7こ 刀` 、坂

れていたり、気分次第では行
き渋りが見られることもある
今後、より楽しみになるよう、
わかりやすく知らせていくよう
1-■‐ス

18 事業所の支援に満足しているか 49 1 ・大満足です

史I‐十こも7二 ら刀`朱しヽ 週え
るよう一人一人に配慮し、今
まで以上に満足して頂けるよ
う事めてにヽ

`
*1放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状
況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体
的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理
責任者が作成する。
*2事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日/
休日/長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。



参考様式A3(自 己評価等関係 )

公表 :令和 3年 2月 24日

事業所名  ソレイユキッズ津Neo

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果 (公表)

24日

保護者等数 (児童数)23 回収数 19  害‖1合   826

チエック項 目 は い
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

環
境

・
体
制
整
備

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

運動療育をできる十分なス
ペースが確保されている。広
すぎる場合はパーテーション
などで区切っている

2 職員の配置数や専門性は適切であるか

職員配置数は適切である。
子どもの様子によっては職員
が足りないと感じることがあ
るため、日により配置数を増
やしている。個々に応じてマ
ンツーマンで対応している。
月に1～ 2回 、事業所内研
修、支援会議を行い、適宜外
部研修 (zoom)に も参加し、専
門性の向上に努めている

3

生活空間は、本人にわかりやす〈41t浩化
=れた環境*1になっているか。また、障がい

の特性に応じ、事業所の設備等は、バリア
フリー化や情報伝達等への配慮が適切にな
されているか

1

限られた環境の中で、できる
限り構造化や視覚支援を用
いて、子どもたちにわかりや
すいように配慮している

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になつているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となっているか

毎日活動前に清掃・消毒・換
気を行つており清潔に保たれ
ている 運動をするため、け
がをしないようカバー・マット
など設置している

適
切
な
支
援

の
提
供

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画*2が作
成されているか

保護者のニーズを聞き取つ
た上で、責任者と担当者によ
るケース会議の元、6カ 月ご
とに個別支援計画書を作成
している 職員同士で情報共
有を行い、保護者にも何を目
的にどういった支援を行つて
いるのか、面談でわかりやす
く説明している

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援 (本人支援及び移行支
援 )」 、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されているか

1

児童発達支援ガイドラインに
基づき一人一人の子どもの
発達段階や状況により必要
な支援を選択し、その上で具
体的な支援内容を設定して
いる。具体的な内容について
更にわかりやすく提示できる
ようにしていく

児童発達支援計画に沿つた支援が行われ
ているか 1

個々の児童発達支援計画に
基づき支援していく

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工夫さ
れているか

運動プログラムについては3

週間で変更し、残り1週はエ

アートランポリンを使った活
動を行つている。手先を使っ
た活動は、1週間ごとに内容
を変えてそれぞれの課題を
決めて行つている

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会が
あるか

1 1

本人にその機会がある
か?という意味なら「はい」

地域交流については、個別
の活動を主に行つているた
め、指導時間の中での実施
は難しいが、今後実施してい
けるよう検討していきたい

10
運営規定、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか 1

契約時、詳細につき説明を
行つているが、より周矢日でき
るよう適宜説明を行つていく

児里冗達文破刀イトフインの 1児童発運及T
援の提供すべき支援」のねらい及び支援内

窪綿 鷲 蒜 盲藁 衡:魃
―

‐
か

1

定期的に面談を行い、児童
発達支援計画を示しながら
わかりやすく支援内容につい
て説明している

2



保
護
者

へ
の
説
明
等

12
保護者に対して家族支援プログラム(ペアレ
ント・トレーニング*4等 )が行われているか

家庭で取り組みやすい方法
を保護者と一緒に考え、提供
している 応用行動分析学を
用いた支援、アンガーマネジ
メント(書式作成)の上、フロ

チヤートによるSSTのシート
の利用などにより家庭支援を
行つている 今後、コロナの

終息と共に保護者向け勉強
会の開催を計画していく

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題につ
いて共通理解ができているか

連絡帳や送迎時に伝えるよ
うにしているが、あまり話せ
る時間がない時もある 今後
共通理解ができるような時間
を設けていきたい。またLINE

でも共通理解を図れるように
していく

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか

1

定期的に面談を行い、保護
者に対して相談及び助言を
行つている。LINEでの相談も
随時受け付けているがより
保護者に周知できるよう取り
組んでいきたい

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

3 1

今年はコロナ感染症の拡大
により実施できなかった。コ
ロナの終息と共に研修・茶話
会を実施し、勉強・交流の場
として提供していきたい

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知 `説明され、相談や
申入れをした際に迅速かつ適切に対応され
ているか

1

苦情・相談受付窓口の詳細
は、契約書の重要事項説明
書に記載している 苦情・相
談が寄せられた場合は、迅
速かつ適切に対応している。
今年は更にLINEで の相談受
付も行つている

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

ノートを活用し、意思の疎通
や情報提供を行つているが、
更にLINEを活用し保護者や
子どもにとってよりわかりや
すく、活動内容を視覚的にも
動画で知らせている

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されているか

1

年に一度ホームベージにて
公表しているが、より周知で
きるよう3月 の会報 (毎月の
おたより)にて保護者に知ら
せるようにしていきたい 行
事予定は毎月のおたよりで、
活動内容は週に一度ノートに
貼つて伝えている。コロナに
よる休校時よりLINE公 式アカ
ウントを作成し連絡・情報・相
談を行つている

個人情報の取り扱いに十分注意されている
か 1

個々に個別ファイルを作成
し、使用時以外は鍵付きの
棚に保管することで外部に情
報が漏れないように管理して
いる 不要となつた個人情報
に関しては、適時シュレッ
ダーにかけるなどの対応を
徹底することで漏れがないよ
うに取り組んでいる

非
常
時
等

の
対
応

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、発生を想定し
た訓練が実施されているか。

緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定している。事
業所出入口に掲示し、配布も
して保護者への周知を行つ
ている

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

月1回行つている 全ての曜
日の子どもたちが避難訓練
に参加できるようにしている

満

22 子どもは通所を楽しみにしているか

来所すると楽しそうだが、疲
れていたり、気分次第では行
き渋りが見られることもある。
今後より楽しみになるよう、
わかりやすく知らせていくよう
にする



事業所の支援に満足しているか

更に子どもたちが楽しく通え
るよう一人一人に酉己慮し、今
まで以上に満足して頂けるよ

*1この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすること。

*2児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関する
アセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支
援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支
援管理責任者が作成する。

*3事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日/休
日/長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

*4保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶこと。子どもが
適切な行動を獲得することを目標としている。

足

度

23



参考様式B3(自 己評価等関係 )

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果 (公

公表 :令和

事業所名

3年 2月 24日

ソレイユキッズ津Neo 保護者等数 (児童数)66回 1又数  49 割合  74.2%

チエック項目 は い
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

環
境

・
体
制
整
備

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

48 1

運動療育をできる十分なス
ペースが確保されている 広
すぎる場合はパーテーション
などで区切っている

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 44 1 4
・職員の配置数はわかりま
せん

職員配置数は適切である
子どもの様子によっては職員
が足りないと感じることがあ
るため、日により配置数を増
やしている。個々に応じてマ
ンツーマンで対応している。
今後、スタッフの専門性を表
す資格など掲示していく方法
を検討していく

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

43 1

訓練室については、タイル
カーペットを引き詰めており、
大きい段差はない。 一部段
差があるため適宜対応して
いる

適

切
な
支
援

の
提
供

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

1

保護者のニーズを聞き取つ
た上で、責任者と担当者によ
るケース会議の元、6カ 月ご
とに個別支援計画書を作成
している。職員同士で情報共
有を行い、保護者にも何を目
的にどういった支援を行つて
いるのか、面談でわかりやす
く説明している

活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

1

運動プログラムについては3

週間で変更し、残り1週はエ
アートランポリンを使つた活
動を行つている 手先を使つ
た活動は、1週間ごとに内容
を変えそれぞれの課題を決
めて行つている

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

8 7 24

・現在の活動のリズムが身
につき楽しみにしているの
で他との交流は特に必要
を感じていません。
・学校で十分頑張つている
ので今のままで良いです

地域交流については、個別
の活動を主に行つているた
め、指導時間の中での実施
は難しいが、今後取り組みや
すい方法で検討していきたい

支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

47 1 1

・毎回お迎えの時に本日の
活動内容や子どもの様子
をお話しして下さいます

契約時、詳細につき説明を
行つている

8

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

47

・お迎え時にお話しして下
さつたり、連絡帳、LINE動
画等で子どもの様子が手
に取るようにわかり、また
他の家族(父親等)とも共
有できるのでありがたいで
す

連絡帳や送迎時に伝えるよ
うにしているが、あまり話せ
る時間がないときもある 今
後共通理解ができるような時
間を設けていきたい。また
LINEで も共通理解を図れる
ようにしていきたい

保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

46 1

定期的に面談を行い、保護
者に対して相談及び助言を
行つている。LINEでの相談も
随時受け付けているが、より
保護者に周知できるよう取り
組んでいきたい

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

今年はコロナ感染症の拡大
により実施できなかった。コ
ロナの終息ともに研修・茶話
会を実施し、勉強・交流の場
として提供するなど、保護者
同士の交流支援を行つてい
きたい



保
護
者

へ
の
説
明
等

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があつた場合に迅速
かつ適切に対応しているか

30
・トラブルになつたことがな
いのでわかりません

苦情・ホロ談受付窓口の詳細
は、契約書の重要事項説明
書に記載している 苦情・相
談が寄せられた場合は、迅
速かつ適切に対応している。
今年は更にLINEで の相談受
付も随時行つている

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

45 2

ノートを活用し、意思の疎通
や情報提供を行つているが、
更にLINEを活用し、保護者
や子どもにとってよりわかり
やすく活動内容を視覚的にも
動画で知らせている

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

1

・活動内容や配布物も毎回
楽しく勉強させていただい

ていますがLINE配イ言と重
複している物に関しては希
望者は紙の方はなしにする
等もよいかと思います
・LINEでタイムライン配信し
て下さつたり活動内容。お
迎え時間等とてもわかりや
すいです

年に一度ホームベージにて
公表しているがより周知でき
るよう3月 の会報 (毎月のお
たより)にて保護者に知らせ
るようにしていきたい。行事
予定は毎月おたよりで、活動
内容は週に一度ノートに貼つ
て伝えている。コロナによる
休校時よりLINE公 式アカウン
トを作成し連絡・情報・相談を
行なつている

14 個人情報に十分注意しているか 44

個々に個別ファイルを作成
し、使用時以外は鍵付きの

棚に保管することで外部に情
報が漏れないように管理して
いる 不要となつた個人情報
に関しては、適時シュレッ
ダーにかけるなどの対応を
徹底することで漏れがないよ
うに取り組んでいる

非
常
時
等

の
対
応

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

4

緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定している。事
業所出入口に掲示し、配布t
して保護者への周知を行つ
ている

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

1

月1回 行つている 全ての曜
日の子どもたちが避難訓練
に参加できるようにしている

満

足
度

子どもは通所を楽しみにしているか

来所すると楽しそうだが、疲
れていたり、気分次第では行
き渋りが見られることもある
今後、より楽しみになるよう、
わかりやすく知らせていくよう
にする

18 事業所の支援に満足しているか И
■ 2

・休校中等もこまめに連絡
を頂いたリエ夫して再開し
て頂いたり本当に助かりま
した
・体をどう動かして良いの
かわからない子のためにス
モールステップで分かりや
すく、励ましほめて下さり少
しずつですが縄跳び・跳び
箱等もできるようになって
着ています。先生方のおか
げです

更に子どもたちが楽しく通え
るよう一人一人に酉己慮し、今
まで以上に満足して頂けるよ
う努めていく

*1放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況
に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的
内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責
任者が作成する。
*2事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日/休
日/長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。



参考様式A3(自 己評価等関係 )

公表 :令和 3年 2月 24日

皇主所名 ソレイユキッズ津sOl

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果 (公表 )

保護者等数 (児童数)34回収数 32割合 94%

チエック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

環
境

・
体
制
整
備

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

運動療育をできる十分なス
ペースが確保されている。分
かりずらい時はパーテーショ
ンなどで区切つている。

職員の配置数や専門性は適切であるか
・2時間になってからの様子
を見たことがないのでわか
りません

職員配置数は適切である。
子どもの様子によっては職員
が足りないと感じることがあ
るため、日により配置数を増
やしている。個々に応じてマ
ンツーマンで対応している。
月に1～ 2回 、事業所内研
修、支援会議を行い、適宜外
部研修(Z00M)に も参加し専
門性の向上に努めている。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境*1になっているか。また、障がい
の特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切になさ
れているか

1

・入り口が自働ドアのなの
で靴の脱ぎ履きの時に外
に飛び出さないか心配で
す。

ご利用時間中は防犯対策も
あり、電源を切り施錠してい
る。また保護者対応時には
手動に変えており、スタッフ
が玄関側に立ち飛び出しの
防止に努めている。
限られた環境の中で、出来る
限り構造化や視覚支援を用
いて、子どもたちにわかりや
すいように配慮している。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となっているか

毎日活動前に清掃、消毒、
換気を行つており清潔に保た
れている。運動をするため、
怪我をしないようにカバー・
マッヽトなどを設置 l´ ていス^

適
切
な
支
援

の
提
供

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発樺す燿計画*,が作
成されているか

保護者のニーズを聞き取つ
た上で、責任者と担当者によ
るケース会議のもと、6ヶ月ご
とに個別支援計画を作成し
ている。職員同士で情報共
有を行い、保護者にも何を目
的にどういった支援を行つて
いるのか、面談で分かりやす
く説明している。

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援 (本人支援及び移行支
援)」 、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されているか

児童発達支援ガイドラインに
基づき一人一人の子どもの
発達段階や状況により必要
な支援を選択し、その上で具
体的な支援内容を設定して
いる。具体的な内容について
更にわかりやすく提示できる
ようにしていく。

児童発達支援計画に沿つた支援が行われ
ているか 6

個々の個別支援計画に基づ
き支援していく。

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工夫さ
れているか 3

・通所しだして日が浅いた
めわかりません。
・色々な経験をさせてくれる
のでありがたいです。

運動プログラムについては4

週間で変更し、ブランコを
使った活動も行つている。手
先を使つた活動は、1週間ご
とに内容を変えてそれぞれ
の課題を決めて行つている。

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会が
あるか

地域交流については、個別
の活動を主に行つているた
め、指導時間の中での実施
は難しいが、今後実施してい
けるよう検討していきたい。

10
運営規定、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか

契約時、詳細に説明を行つて
いるが、より周知できるよう
適宜説明を行っていく。



保
護
者

へ
の
説
明
等

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら支援内容の説明がなされ
たか

定期的に面談を行い、児童
発達支援計画を示しながら
わかりやすく支援内容につい
て説明している。

12
保護者に対して家族支援プログラム (ペアレ
ント・トレーニング*4等 )が行われているか

家庭で取り組みやすい方法
を保護者と一緒に考え、提供
している。応用行動分析学を
用いた支援、フローチヤート
によるSSTの シートの利用な
どにより家庭支援を行つてい
る。今後、コロナ終息と共に
保護者向け勉強会の開催を
計画していきたい。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題につ
いて共通理解ができているか

1 1

・日NEで活動の様子を動画
で送つて下さり、夫婦で様
子を共有できとても喜んで
います

連絡帳や送迎時に伝えるよ
うにしているが、あまり話せ
る時間がない時もある。今
後、共通理解ができる時間を
設けていきたい。また、LINE
でも共通理解を図れるように
していきたい。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか

1

・もう少し普段の生活の中
で気を付けた方が良いこと
や接し方やその子に応じた
方法を聞いたりしたい。

定期的に面談を行い、保護
者に対して相談及び助言を
行つている。また、LINEでの
相談も随時受け付けている
がより保護者に周知できるよ
う取り組んでいきたい。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

1

今年はコロナ感染症の拡大
により実施できなかった。コ
ロナの終息と共に研修、茶証
会を実施し勉強や交流の場
を提供していきたい。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や
申入れをした際に迅速かつ適切に対応され
ているか

苦情・相談受付窓日の詳細
は契約時の重要事項説明書
に記載している。苦情・相談
が寄せられた場合は、迅速
かつ適切に対応している。今
年は更にLINEでの相談受付
も随時行つている。

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための酉己慮がなされているか

ノートを活用し意思の疎通や
情報提供を行つているが、さ
らにUNEを活用し保護者や
子どもにとってより分かりや
すく活動内容を動画で知らせ
ている。

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されているか

1 1

・昨年はLINEなどなかった
が、LINEで連絡、情報をい
ただけることで非常にあり
がたく思います

ウントを作成し、連絡・情報・

相談を行つている。年に一度
ホームページにて公表してい
るが、より周知できるよう3月

の会報でも保護者に知らせ
るようにしていきたい。活動
内容は週に1度、連絡帳に
貝占つたり、ラインで酉己信したり

19
個人情報の取り扱いに十分注意されている
か 1 1

個々に個別フアイルを作成
し、使用時以外は鍵付きの
書庫に保管することで外部に
情報が漏れないように管理し
ている。不要となった個人情
報に関しては、適時シュレッ
ダーにかけるなどの対応を
徹底することで漏れがないよ
うに取り組んでいる。

非
常

時

等

の
対
応

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、発生を想定し
た訓練が実施されているか。

1

緊急時対応マニュアル、防犯
マニュアル、感染症対応マ
ニュアルを策定している。事
業所出入り口に掲示し、保護
者への周知を行つている。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

7 1

定期的に行つている。全ての
曜日の子供たちが避難訓練
に参加できるように実施して
いく予定。

満

足
度

22 子どもは通所を楽しみにしているか 1 1

・とても楽しみにしており、
その様子を見れて嬉しく思
います
・毎週通うことをとても楽し
みにしております

来所すると楽しそうだが、疲
れていたり、気分次第では行
き渋りが見られることもある。
今後、より楽しみになるよう、
分かりやすく知らせていく。

23 事業所の支援に満足しているか 32

・先生方が優しくT寧に接
して下さつておかげで、親t
安心して送り出すことがで
きています。

更に子どもたちが楽しく通え
るよう一人一人に配慮し、今
まで以上に満足して頂けるよ
うに努めていく。

C



*1この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすること。

*2児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関す
るアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、
支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達
支援管理責任者が作成する。

*3事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日/休
日/長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

*4保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶこと。子どもが
適切な行動を獲得することを目標としている。


